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1. はじめに  

 2011年3月11日東日本を襲った大地震により、多くの命
が犠牲になった。一方で、かつてない支援の輪がウェブ
によって生まれている。Google は震災当日に「Google 
Person Finder」1を出し、安否情報を登録・検索できるシ
ステムを提供した。Twitter2やFacebook3といったSNS（ソ
ーシャルネットワーキングサービス）も活躍を見せた。
人々は携帯電話が繋がりにくいなかで、ウェブを通じて
互いの安否を確認し、そして東北の人々の無事を願った。
「支援の気持ち」が「行動」に移るのも早かった。大手
のポータルサイトをはじめ、さまざまなサイトで東北へ
の支援金を集める特設ページが短期間で開設された。
Yahoo!、楽天、mixi、また動画サイトのニコニコ動画な
どで寄付が集められ、日経新聞によると、震災から10日
あまりで、合計23億円超の募金が集まった[1]。ひとりひ
とりが少額の寄付を行なうことで、数十億円という大き
な額となることは、こういった災害に対するウェブの力
の一面を示す結果であろう。 
 実は、こういったウェブを使った寄付の動きは、最近
始まったものではない。米国ではここ10年で、オンライ
ン寄付の活動が盛んになってきている。米国全体での個
人と企業をあわせた寄付総額は、2004 年度は 2485 億ド
ル（日本円で約26兆円）であり、その中で個人からの寄
付は 2077 億ドルである[2]。ウェブを使ったオンライン
での寄付は、全体の5%程度、約150 億ドルであるが、こ
の額は97年にはわずか30万ドルであった。 

                                                             
1 http://japan.person-finder.appspot.com/ 
2 http://twitter.com/ 
3 http://www.facebook.com/ 

 ウェブを使った寄付は、特に若い世代に有効である。
非営利団体へのソフトウェアを提供するConvio社が
2010年3月にまとめた調査[4] では、年配層（1945 年以
前生まれ）には郵送による寄付の斡旋が最も効果的であ
るのに対し、Y世代（1980 年代以降生まれ）には、ウェ
ブを使った寄付の斡旋が最も効果的であると示されてい
る。モバイル、テキスト、ソーシャルネットワークなど
のオンラインを通じた寄付の誘いを受け入れやすいと報
告されている。 
 こうしたウェブを使った寄付が伸びている背景として、
最近では「クラウドファンディング」と呼ばれる、ソー
シャルメディアを利用した寄付のさまざまな仕組みや工
夫がある。これまでウェブ上のコミュニティは、ユーザ
同士の知り合い関係や共通の興味に基づくものが多かっ
たが、このクラウドファンディングにより、ユーザ同士
のお金を介した関係が作られるようになる。現実のコミ
ュニティ、例えば、学会、サークル、同窓会や地域コミ
ュニティなどでも、その活動を支援するための何らかの
形でのお金のやりとりは発生しており、ウェブにおける
コミュニティがお金のやりとりを伴ってくるのは自然の
流れであるとも考えられる。 
 本解説では、ウェブ上での新しいコミュティの形とし
てのクラウドファンディングをとりあげる。新しいトピ
ックであるため、まだ一般的な知見は蓄積されていない
が、さまざまなウェブサイトを紹介することで、新しい
コミュニティの流れの概観を紹介したい。 
 以下、２節ではクラウドファンディングの定義と経緯、
３節ではさまざまなクラウドファンディングのサービス
の紹介、４節では成功事例としてのKickstarterについて
述べる。最後に、5節で今後の方向性について議論する。 
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2. クラウドファンディング  

2・1 定義 
 クラウドファンディングとは、ウェブを使って、多く
の人から資金を集める行為である。クラウドファンディ
ングの定義はいまだ定まったものがあるわけではないが、
2011年5月時点でのWikipediaによると、以下のように
定義されている。 
 
“Crowd funding describes the collective cooperation, 
attention and trust by people who network and pool 
their money and other resources together, usually 
via the Internet, to support efforts initiated by other 
people or organizations.” 
 
 この定義からは、クラウドファンディングとは、集積
的な協力、注目、信頼を得ることであって、資金を集め
ることは必須ではない。しかし、通常は、こうした集積
的協力は、資金を集めるという形で具体化されることが
多い。また、定義上、ウェブ（もしくはインターネット）
を用いることは必須ではないが、多くの人から協力を得
るためにはウェブを使うのが効果的であり、通常はウェ
ブが使われることが多い。したがって、クラウドファン
ディングを端的に表現すると、ウェブを使って多くの人
から資金を集めると言うことができるだろう。実際、こ
こ数年のクラウドファンディングの伸びはウェブ上のサ
ービスとして実現されていることが多く、ウェブを使う
ことがクラウドファンディングの特徴であるとも言うこ
ともできる。本稿では、ウェブを使った資金調達に焦点
をあてる。 
 クラウドファンディングという言葉が最初に使われた
のは、2006年8月、fundavlog （動画とブログを組み合
わせるプロジェクト）の Michael Sullivan 氏が最初で
あるとされている。クラウドファンディングは、見方を
変えると、何らかの行為をアウトソースすると考えられ
るので、広い意味で、クラウドソーシングの概念に含ま
れる[6]。なお、クラウドソーシングとはcrowd +アウト
ソーシングの合成語であり、2006 年にWired Magazine4

のJeff Howeによって初めて使用された[7]。 
 クラウドファンディングに先立って、オンライン寄付
という概念は古くからあり、例えば、クリック募金、テ
キストメール寄付などがあげられる。ユーザがウェブサ
イト上のボタンをクリックした回数に応じて 、企業が
NGOやNPO等の団体に現金を送金するクリック募金5は

                                                             
4 アメリカのライフスタイル誌。 
5 ウェブページ内の決められた所をクリックすると、個
人や企業がクリックされた回数に応じて環境問題などに

2000年あたりからスタートし、現在もよく用いられてい
る。また、古くからあるテキストメールによる寄付が脚
光を浴びたのは、2010年1月12日にカリブ海のハイチで
の大地震の際であった。 携帯電話から「HAITI」と書い
たテキストメッセージをショートコード「90999」に送
信する事で義援金を寄付することができ、地震発生から
1晩足らずで、2億ドル（約2億円）が集まった[5]。こう
したオンライン寄付は、ウェブ（もしくはインターネッ
ト）を用いる寄付であり、クラウドファンディングより
狭い概念である。 
 クラウドファンディングは、非営利の団体が慈善的な
寄付を集めるために有効であることはもちろん、それ以
外の活動に対する資金調達の手法としても使われはじめ
ている。例えば、起業するための資金や芸術活動に必要
な資金を集めるといった例である。また、米国で、オバ
マ大統領が選挙戦においてウェブを使って支持者から多
額の選挙資金（7億5000万ドル）を集めたことは記憶に
新しい[11]。こうした、慈善的な寄付以外を含め、3節で
はさまざまな資金調達の試みについて紹介する。 
 
2・2 クラウドファンディングの成長の背景 
 クラウドファンディングのサービスは、米国で200以
上存在する6。古くからあるオンライン寄付のサイトも含
まれるが、注目すべきことはその数がここ数年で急増し
ているということである。その要因としては、ソーシャ
ルメディアの台頭が挙げられる。 
 クラウドファンディングにおいて、お金を集めたい組
織や個人は、多くの人にお金を集めたいことを告知しな
ければならない。お金を出してくれやすいのは、当然、
自分の周りにいる人であって、まずは自分の周りの人に
告知することが一般的である。国内ではmixi、海外では
FacebookやTwitterがここ数年で急激にユーザ数を伸ば
しており、これらのSNSを利用することにより、自分の
友人や知人に効果的に告知ができる。ユタ大のWardら
は、NIPS2010のワークショップにおいて、クラウドフ
ァンディングでは、お金を出してくれやすい人（投資家
予備軍）が投資をするかどうか決める決定打として、
peer effectが大きいという分析を行っている[12]。この
peer effectとは、自分の周りの人達の行動がもたらす影
響を指しており、周りの人がどれだけ投資をしている、
また支援をしているかが投資家予備軍の行動に影響を与
える。自分の活動や生活を周りとシェアすることのでき
るSNSの広まりが、周りの人に連鎖的に寄付を誘発する
ことを可能にし、クラウドファンディングが広がる要因
となったと考えられる。 

                                                                                               
取り組む NGOや NPOなどの団体に現金を送金する仕
組み。 
6 著者調べ。 
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解説記事のタイトルを挿入 

 ２つめの要因として挙げられるのが、マイクロ決済の
発展である。マイクロ決済（もしくはマイクロペイメン
ト）とは、数円、数百円、数ドルといった小額の支払い
を扱う電子決済である。例えば、PayPal7では、100円か
ら決済が可能で、その決済手数料は、30円＋3.9%である。
他にも、Amazon PaymentsやGoogle Checkoutなども、
それぞれ2009年、2007年から少額決済サービスとして
利用されており、（多少手数料が割高にはなるものの）少
額での決済が可能である。PayPalでは、昨年末には10
円から決済が可能となるサービスを開始するなど、この
流れは加速している。少額決済の仕組みがなければ、多
くの人から少額資金を集めることは難しく、マイクロ決
済の発展もクラウドファンディングの広がりの一因であ
ろう。 
 さらに、3節で述べる購入型クラウドファンディング
に関する要因であるが、さまざまなクリエイティブ活動
における制作費が低下したことも要因として挙げられる。
例えば、従来、ミュージシャンはレコード会社に所属し、
レコーディング費用、CD制作費用など莫大な費用は会社
が支払っていた。しかし、技術の進歩により、音楽を製
作するにもPC1台で問題なく製作でき、iTunes8のような
音楽ダウンロードサイトで販売して、世界中に音楽を届
けることが可能となった。つまり、音楽制作のための必
要最低限の設備さえあれば、ミュージシャンとして活躍
することができ、何十万円というオーダーの資金で音楽
制作を行なうことができる。同様に、先行投資を必要と
しないウェブサービスであれば、起業資金も低く、資金
面での障壁が低下した。つまり、ウェブで集められる範
囲の金額でも、大きな価値に転換することができるよう
になってきたのも、クラウドファンディングの成長の一
因であるかもしれない。 
  
 
2・2 関 連 概 念  
 クラウドファンディングの他にもオンラインでの資金
調達に関しては近い概念が存在する。それらの概念とク
ラウドファンディングの関係について説明する。 
 ウェブを使った金融として比較的知られている概念に 
P2Pレンディング（または、ソーシャルレンディング）
がある。P2P レンディングとは、借り手（ボロワー）と
貸し手（レンダー）のマッチングを行う個人間融資であ
る。インターネットオークションと類似の方式により、
貸し手側の入札によって金利を決める。また、ソーシャ
ルネットワーキングサービスと融合することで、融資が
必要な背景や、個人の信用度などに関する情報交換を行
うことが可能である。05年頃からアメリカでは、Prosper、
Lending Clubといったサイトが立ち上がった。例えば

                                                             
7 http://www.paypal.jp/jp 
8 http://www.apple.com/jp/itunes/download/ 

Prosperにおいては、2011年5月現在における融資額は2億
ドル超である9。日本でも 08 年にmaneo、09年には、
AQUSH というサービスが開始された。P2Pレンディン
グは、クラウドファンディングの一部であり、特に3節で
の分類では投資型クラウドファンディングに含まれる。 
 また、2006年ノーベル賞を受賞したグラミン銀行に代
表される、マイクロファイナンスも近い概念である。マ
イクロファイナンスとは、貧困者向けの小口金融の総称
である[13]。融資を受けたい貧困者を借り手として、融
資をしたい投資家を貸し手として仲介する。例えば、
2006年にスタートした Kivaというサイトでは、スワヒ
リの貧困者たちに世界中の個人から小額投資を受付け、
現在は中東、アジア地区にも広がりを見せている。既に
215億ドル以上の取引を行うまでに成長し、貸し手は約
60万人にのぼる[14]。ただし、通常のP2Pレンディング
は貸し手が金利を決めるが、Kivaでは金利は設けず、場
合によってはマイナスで返済されることが多い。（現在
は98%の返済率である。）マイクロファイナンスは、クラ
ウドファンディングのなかでも特に貧困を対象とした概
念であると言うことができるが、政府等の大手機関が貸
し手となったり、また保険等の商品が含まれるなど、ク
ラウドファンディングの概念に必ずしも含まれるわけで
はない。 
 

3. クラウドファンディングの分類

と考察  

 米国では、既に200以上のクラウドファンディングの
サイトがあり、資金調達の目的や、何が貸し手に戻るか
など、その性質もさまざまである。この節では、200以
上のサイトを調べた結果として、クラウドファンディン
グを大きく３つに分類する。それぞれの特徴や代表的サ
イトについて述べるとともに、どういった仕組みのクラ
ウドファンディングサイトが成功するのかを分析する。
なお、以下ではクラウドファンディングのサイトにおい
てお金を出すユーザを資金提供者、お金を受け取るユー
ザを資金調達者と呼ぶ。 
 
3・1 寄付型：資金提供者の見返りがない 
 寄付型は、資金提供者がお金を出しても、何も見返り
が返ってこない形のサイトである。冒頭で挙げたような
震災に対する寄付等がこれにあたる。寄付とは金銭、財
産等を無償で提供することであるので、本稿では寄付型
と呼ぶことにする。寄付の対象は、ほとんどの場合が慈
善活動である。以下に代表的なサイトを紹介する。 
 

                                                             
9 http://www.prosper.com/ 
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JustGiving(http://www.justgiving.com/) 
日本でも展開されるイギリス発祥の寄付サイト。自分
の目標をプロジェクト化して、その目標に対して頑張
る姿をみせることによって、周りの友人知人からお金
を集め、指定したNPOやNGOへの慈善活動に寄付され
るという仕組み。 
 
GlobalGiving(http://www.globalgiving.org/) 
アメリカを代表する寄付型クラウドファンディング
サイト。慈善活動を行なうプロジェクトに対して寄付
を行なうもの。創業者がクライシ・マリ氏という世界
銀行出身の日本人である。 
 
DonorsChoose.org(http://donorschoose.org/) 
公立学校の先生が自分の教室に必要な備品を購入す
る費用をサイト上で集める。例えば、ピアノが必要で
あれば、その費用をサイト上で募る。 
 
Causes(http://www.causes.com/) 
2007年にFacebookの初代CEOだったSean Parkerが始
めたサイト。慈善活動や社会起業家によるプロジェクト
に対して寄付を募る。また、FacebookとMyspaceのア
プリとしても展開されており、SNS上の友人とともに寄
付に参加していると感じさせる設計である。2011年まで
に3000万ドルを集めている。 
 
3・2 購入型：資金提供者の見返りがお金以外 
 購入型は、資金提供者が何らかの「もの」を購入する
ことで、その売上が支援金となる形のサイトである。寄
付型と異なり、資金提供者には何らかの見返りが返って
くる。また、次に述べる投資型と異なり、資金提供者に
はオーナーシップを得るわけではない。慈善活動以外の
資金調達に対しても行われることが多く、特に、音楽や
芸術等のクリエイティブな活動に対する支援が行われや
すいことが特徴である。以下に代表的なサイトを紹介す
る。 
 
IndieGoGo  
2008 年に UC Berkley の学生が始めたサイト。サイト
内でクリエイティブなプロジェクト、慈善活動にまつわ
るプロジェクト、起業資金を集めるプロジェクトなどを
資金調達者が立ち上げ、プロジェクトに必要な金額を表
示する。資金提供者は各プロジェクトで提示されたリワ
ードの中から自分が提供した金額と同等のものを選択し、
購入することで支援に参加することができる。例えば、
5ドルを提供してくれた人には、プロジェクトのウェブ
サイトに名前を掲載する、1000ドル提供してくれた人に
は、プロジェクトの代表者と食事をすることができると
いったリワードがプロジェクトごとに存在する。2010 

年からは 資金提供者の購入状況の分析ツールの提供
も始めている。 
 
Kickstarter 
2009 年 5月に Yahoo!に買収された経験を持つ CEO 
が始めたサイト。クリエイティブな活動だけをプロジェ
クトとして扱っており、映画や音楽のプロジェクトが多
い。Kickstarterの特徴は、一定期間以内に目標金額を集
めきれない場合資金を一銭も手にすることができない点
である。（本稿では、All or Nothing方式とよぶ）。つま
り、目標金額を集められない場合は、プロジェクト自体
がなかったことになってしまうというゲーム性を取り入
れている点がユニークである。購入型クラウドファンデ
ィングの中で最も売上を上げており成功している。 
 
RocketHub  
2010 年 1 月に始まったサイト。資金提供をしないユー
ザも楽しんでもらえるようなゲーム化が最も施されてい
るサイトである。例えば、ユーザはプロジェクトのクチ
コミをしただけでも貢献度に応じてデジタルバッジをも
らうことができる。 
 
Lynch three Project 
LYNCHthreeという長編ドキュメンタリー映画の製作資
金を集めるサイト。1口50ドルを資金提供する代わりに、
この映画のオリジナルグッズを手にすることができる。
例えば、ポスターやT-shirtsなどである。世界中から資金
を募るために、ドイツ語、英語、日本語など5ヶ国語の
ページが用意されている。 
 
Quirky  
プロダクトデザインのアイデアを集めて生産するサイト。
プロダクトのアイデアを持っている人は、$10を払って
査定してもらう。Quirkyがその製品を査定し、扱うとき
めた場合はプロトタイプを作成しサイト上で先行販売す
る。製造のリクープラインに達する数の購入予約が入っ
た場合には実際に販売を行う。利益はアイデア提供者と
Quirkyで分けあう。CEOは23歳の時（2006年）に、iPod
のアクセサリーでMac WorldのBest in Showを受賞した
デザイナーである。 
 
READYFOR 
国内で初めての購入型クラウドファンディングのサービ
ス（第一著者が関わる）。音楽、映画、写真、アート、フ
ァッション等のクリエイティブな活動を支援する。
Facebookによるコメントシステムを用い、Facebook上
で情報が簡単に拡散されるよう設計されている。資金調
達を行っているプロジェクトとして、福島の震災のドキ
ュメンタリー映画を作る、バングラディシュの学校の教
材を作る等がある。 
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3・3 投資型：資金提供者の見返りがお金 
 投資型は、資金提供者が資金提供をし、資金調達者が
成功した場合は配当を受取る。すなわちお金を提供しお
金が返ってくるので、ここでは投資型と呼ぶ。（なお、一
般的に投資と融資は区別されるが、いずれもお金が返っ
てくる点では同じであるので、融資目的のクラウドファ
ンディング（P2Pレンディング等）もここでは投資型に
含める。）投資型クラウドファンディングは、従来の投資
と比べて少額で参加できる特徴がある。以下に代表的な
サイトを紹介する。 
 
Catwalk Genius  
若手デザイナーが自らのファッションアイテムをサイト
上に提示し、そのアイテムを製造するための費用を募る。
資金提供者は、アイテムを購入することで資金を提供す
ることもできるが、その他にそのアイテムに投資を行う
こともでき、そのアイテムが売れる度に配当が得られる。 
 
Sellaband 
新進気鋭のミュージシャンがCDの製作資金を募るサイ
ト。500万円をサイト上で集められれば、sell a bandの
担当者がデビューに向けて準備を整え、無事にCDがリリ
ースされれば、初期の投資家に対して売上の一部が配当
として渡される。 
 
Kiva 
途上国の起業家に対するマイクロファイナンスの資金調
達サイトである。資金調達者は途上国の起業家であり、
多くの場合、先進国のユーザが金利ゼロで資金提供者と
なる。プロジェクトが成功した場合にはお金が返ってく
るが、元手よりも増えることはない。社会貢献の意味を
含めた投資である。 
 
Grow VC 
スタートアップの起業家がビジネスに必要な資金調達を
行うためのサイトであり、ベンチャーキャピタルやエン
ジェル投資家からの投資より、もっと早い段階での投資
手段となる。100万円から1億円までの投資額として定め
ている。アイデアを持つ起業家と、新しいものに投資し
たい投資家を結びつける。  
 

4. 成功事例としての Kickstarter 

 前節では、クラウドファンディングを寄付型、購入型、
投資型の３つに大きく分け、その特徴を述べた。寄付型
は慈善活動への寄付の形が多く、一方、購入型や投資型
は、クリエイティブな活動や起業など、何かを生み出す、
作り出す活動に対しての支援が多い。従来から、ウェブ

上ではオンライン寄付という形での寄付型クラウドファ
ンディングはあったが、購入型、投資型というポジティ
ブな活動への支援は、ここ数年のクラウドファンディン
グのひとつの特徴である。 
 そのなかでも、購入型クラウドファンディングのひと
つであるKickstarterは、目覚しい成長を遂げている。
2009年4月にスタートしたこのサービスは、取引額を月
次約1.3倍という驚異的な成長率で伸ばしている。図1は
著者らがこれまでに成立したプロジェクトの資金調達金
額をすべて足し合わせて作成したものであり、取引額の
伸びが顕著である。図2は、Kickstarterのトップページ
であり、いくつかの資金調達を行うプロジェクトが紹介
されている。ここでは、Kickstarterに焦点をあて、その
成功の要因について議論する。 
 

図1: Kickstarterの取引額推移   
 
 Kickstarterの成功の要因と考えられる点は大きく２
つある。ひとつ目は、All or Nothingという方式を最も
早く導入したことである。All or Nothing方式では、資
金調達を行いたい各プロジェクトが、あらかじめ設定し
た期間内にあらかじめ設定した目標金額に達した場合に
限り、プロジェクトは成立する。つまり、1円でも目標
金額に満たない場合は、プロジェクトは不成立とみなさ
れ、集まっていた資金については、すべて資金提供者に
返金される。このAll or Noting方式は、昨年、ウェブサ
ービスとして一躍脚光を浴びたグルーポンの共同購入と
同様の仕組みでもある。ユーザが資金を提供する場合に
は、他にも多くの資金提供者がいることが保証され、ユ
ーザにとっての安心感を与えると同時に、「プロジェク
トが期間内に成立するか否か」というゲーム性を与える
ことで、資金提供者がプロジェクトの宣伝マンとしてソ
ーシャルメディアを使って宣伝する効果もある。資金提
供者と資金調達者が一体となって、プロジェクト成立ま
での過程をたどることが、よりサイトの魅力を高めてい
る。 
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図2： Kickstarterのトップページ 

  
 ふたつめの要因は、印象的な成功事例をうまく作り出
すことができたことである。2010年5月にニューヨーク大
学の学生が「オープンなFacebook」を作るというプロジ
ェクトを考案し、100万ドルの資金調達を開始した。その
目標額はわずか12日間で達成され、20日間で10万ドルを
超えた。最終的には20万ドルを超えると資金を集めるこ
とができた [15]。そして、資金調達後の2010年9月15日
には、実際にDIASPORAというサイトが完成し、公開さ
れている。このように、面白いプロジェクトを提案すれ
ば、大きなお金を集めることができるということで、一
気にKickstarterの知名度は上がった。その後、プロジェク
トの提案も増加し、厳しい審査を勝ち残ったプロジェク
トがサイト上で多くの資金を集めるという好循環が続い
ている。Kickstarterには毎日300以上ものプロジェクト申
請が来ており、そのうち約１割だけがサイト上で資金調
達を行うことができる。プロジェクトの審査は、資金提
供者が良いプロジェクトを選ぶために役立つと言われお
り[16]、厳正な審査とクリエイティブに限定したプロジ
ェクトを集めることによって、他のクラウドファンディ
ングサイトと比べ、資金提供の可能性の高いユーザをサ
イトに集めることに成功している。 
 この他にも、Facebook等とのソーシャルメディアと
の連携をユーザが積極的に行っている点、決済の使いや
すさやユーザインタフェースの秀逸さなどさまざまな点
がKickstarterの特徴として挙げられる。こうしたコミュ
ニティを成立させていくために重要な要素は、今後、多
くのクラウドファンディングサービスの勝ち負けがはっ
きりするにつれ、さらに明らかになってくるだろう。 
 

 

5. 今後の展望  

 日本でもクラウドファンディングのサービスが増えて
きている。数年前から盛り上がっているP2P レンディン
グに加え、著者の関わるREADYFORを含め、購入型の
クラウドファンディングも今年は日本でも増加する動き

がある[17]。すでに、クラウドファンディングを分析す
る研究もいくつか出始めており、新しいウェブコミュニ
ティのひとつの形として定着しつつある。 
 本稿では、クラウドファンディングを資金調達のため
の仕組みとして紹介してきたが、クラウドファンディン
グの可能性として、単なる資金調達の行為にとどまらず、
商品を宣伝したり、商品を改良するためのマーケティン
グ手法としても利用できる[6]。また、製品の先行予約の
システムとしての利用可能性もある。生産とあわせた形
での利用は、元ソニー会長の出井伸之氏も指摘しており
[18]、製造業にとってもひとつの変革の糸口になるのか
もしれない。音楽産業、出版産業に関しても、何らかの
形でクラウドファンディングが活用できるかもしれない。 
 これまで、ウェブ上のコミュニティは、ソーシャルメ
ディアを通じて、知人関係や共通の興味によってつなが
ることが多かった。このようなコミュニティがお金に紐
づくことはこれまでほとんどなく、現実のコミュニティ、
例えば学会の年会費を払うことはあっても、ウェブ上の
コミュニティにお金を払うことはまずなかった。しかし、
コミュニティで何らかの活動をしようとするとお金がか
かるのは当然であり、そこに資金を調達したい人、提供
したい人をうまくつなぐ仕組みが出現するのも、当然の
流れであると考えることもできる。 
 今回、人工知能学会では、ウェブ上のコミュニティを
扱う研究が多く行われていることもあり、解説を書かせ
ていただく機会をいただいた。従来のソーシャルメディ
アを基礎として、クラウドファンディングが成長してい
る要因やその大きな方向性について、読者に伝えること
ができていれば幸いである。これから、クラウドファン
ディングによって、個人や小さな組織が資金を集め、何
かを実現させていく時代に突入すると思う。製造業や出
版等、他の産業も巻き込んで起きる変革に、このクラウ
ドファンディングは大きな役割を果たすのかもしれない。 
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